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64 
宋
江
評
価
に
見
る
金
聖
歎
評
の
一
特
徴
-
1
金
聖
歎
評
に
関
す
る
先
学
の
論
点
整
理
を
手
掛
か
り
と
し
て
1
1
は
じ
め
に
代
表
的
な
中
国
白
話
小
説
の
一
つ
で
あ
る
『
水
論
伝
』
に
は
、
様
々
な
版
本
が
存
在
す
る
。
そ
の
中
で
通
行
本
と
な
っ
た
の
は
、
七
O
固
ま
で
の
正
文
(
本
文
)
を
持
つ
七
O
固
形
式
の
版
本
で
あ
り
、
そ
の
七
O
回
本
と
い
う
形
式
を
と
っ
た
最
初
の
版
本
が
金
聖
歎
の
手
に
よ
る
貫
華
堂
『
第
五
才
子
書
施
耐
苓
水
瀞
伝
』
(
以
下
金
聖
歎
事
で
あ
ヲ
匂
。
金
聖
歎
本
に
は
、
他
の
版
本
に
見
え
な
い
特
徴
が
幾
っ
か
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
顕
著
な
も
の
は
二
つ
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
七
O
固
と
い
う
回
数
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
本
稿
で
取
り
上
げ
る
と
こ
ろ
の
金
聖
歎
に
よ
っ
て
施
さ
れ
た
評
語
、
す
な
わ
ち
金
聖
歎
評
で
あ
る
。
金
聖
歎
評
は
、
従
来
の
評
に
見
ら
れ
が
ち
な
正
文
に
従
属
す
る
コ
メ
ン
ト
の
域
を
脱
し
、
自
己
の
主
張
に
沿
う
評
語
の
付
与
や
正
文
の
改
変
を
積
極
的
に
試
み
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
金
聖
歎
の
作
為
に
井
上
i告
よ
っ
て
『
水
論
伝
』
は
作
品
自
体
の
主
題
ま
で
大
き
く
変
更
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
姉
、
こ
の
金
聖
歎
の
手
に
よ
る
評
語
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
、
他
の
評
者
と
大
き
く
相
違
し
、
彼
の
主
張
が
も
っ
と
も
顕
著
に
現
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
に
「
梁
山
泊
の
盗
魁
(
首
領
)
・
宋
江
に
対
す
る
評
価
」
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
李
賢
等
、
金
聖
歎
以
前
の
評
価
で
は
、
多
く
の
場
合
宋
江
は
「
忠
義
」
の
人
物
と
見
な
さ
れ
、
一
部
例
外
を
除
い
て
賞
賛
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
金
聖
歎
評
で
は
一
転
し
て
宋
江
を
徹
底
的
に
批
判
し
、
評
語
に
対
し
て
主
体
的
関
係
に
あ
る
べ
き
本
文
に
ま
で
、
そ
の
主
張
を
貫
く
た
め
に
至
る
所
で
改
作
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
図
を
ど
う
考
え
る
か
は
さ
て
お
き
、
金
聖
歎
が
敢
え
て
こ
の
よ
う
な
行
為
に
及
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
宋
江
に
対
す
る
批
判
に
は
、
金
聖
歎
の
主
張
の
中
で
も
ま
さ
に
譲
る
こ
と
の
出
来
な
い
主
張
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
ー
ー
ー
ま
だ
解
明
す
べ
き
課
題
を
含
ん
で
い
る
も
の
の
1
1
1
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
研
究
者
が
金
聖
歎
に
よ
る
宋
江
批
判
を
取
り
上
げ
、
幾
つ
か
の
基
礎
的
な
研
究
の
成
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
先
学
の
研
究
成
果
は
体
系
的
・
網
羅
的
整
理
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
稿
は
、
か
か
る
現
状
を
考
慮
し
、
ま
ず
先
学
の
論
考
に
関
す
る
詳
細
な
比
較
検
討
を
試
み
た
い
。
そ
し
て
そ
の
作
業
の
中
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
問
題
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
金
聖
歎
と
李
賛
の
着
眼
点
の
U
U
相
違
に
注
目
し
て
、
金
聖
歎
評
の
特
徴
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
井
と
と
し
た
い
。
徴特か
一
金
聖
歎
の
宋
江
評
価
に
関
す
る
先
行
研
究
の
整
理
評激
本
節
で
は
、
考
察
の
前
提
と
な
る
「
金
聖
歎
の
宋
江
評
価
」
に
関
配
す
る
先
行
研
究
の
整
理
を
ま
ず
試
み
る
と
と
と
し
た
い
。
た
だ
金
聖
町
一
歎
は
お
け
る
宋
江
評
価
の
問
題
、
あ
る
い
は
宋
江
批
判
に
関
わ
る
俳
論
争
は
極
め
て
多
く
、
そ
れ
ら
を
逐
一
掲
示
し
そ
の
是
非
を
問
う
の
評
は
冗
長
に
渇
ぎ
、
そ
れ
だ
け
の
紙
幅
も
持
た
な
い
。
そ
の
た
め
本
節
粗
で
は
考
察
対
象
た
る
宋
江
の
問
題
に
つ
い
て
、
多
く
の
論
考
の
中
か
5
ら
内
容
ご
と
に
類
別
を
行
い
、
次
節
で
代
表
的
な
論
考
を
取
り
上
げ
、
6
卑
見
を
交
え
て
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ず
宋
江
評
価
に
お
け
る
争
点
の
分
布
概
況
を
把
握
し
た
い
。
A
盗
魁
と
し
て
の
宋
江
へ
の
批
判
宋
江
批
判
の
筆
頭
と
し
て
は
、
宋
江
が
「
賊
」
の
首
領
(
「
盗
魁
」
)
、
す
な
わ
ち
国
家
に
対
す
る
反
逆
者
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
例
え
ば
以
下
の
論
文
で
は
、
梁
山
泊
の
一
O
八
人
に
よ
る
反
逆
行
為
を
許
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
た
こ
と
が
、
金
聖
歎
の
宋
江
に
対
す
る
批
判
の
理
由
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
1
中
鉢
雅
量
「
金
聖
嘆
の
水
潜
伝
観
」
(
『
野
草
』
四
号
、
一
九
七
一
。
の
ち
『
中
国
小
説
史
研
究
l
水
瀞
伝
を
中
心
と
し
て
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
所
収
)
。
(
以
下
中
鉢
論
文
)
2
林
文
山
「
金
聖
嘆
与
『
水
漬
』
」
(
『
中
華
文
史
論
集
』
一
九
八
O
年
第
一
集
、
の
ち
沈
伯
俊
編
『
水
滞
研
究
論
文
集
』
中
華
書
局
、
一
九
九
四
)
(
以
下
林
論
文
)
3
侍
隆
基
「
評
。
両
種
『
水
瀞
』
、
両
個
宋
江
。
説
」
(
『
華
中
工
学
院
学
報
」
哲
社
版
一
九
八
二
ー
l
一
、
の
ち
沈
伯
俊
編
『
水
論
研
究
論
文
集
」
中
華
書
局
、
一
九
九
四
)
(
以
下
侍
論
文
)
4
劉
土
興
「
「
天
下
太
平
起
、
天
下
太
平
結
」
的
模
式
評
金
聖
歎
批
改
『
水
潜
』
的
思
想
傾
向
」
(
『
水
潜
争
鳴
』
一
輯
、
一
九
八
二
)
(
以
下
劉
論
文
)
こ
の
四
者
の
指
摘
は
、
何
れ
も
宋
江
が
国
家
に
反
逆
を
企
て
る
賊
の
「
盗
魁
(
首
領
)
」
で
あ
る
こ
と
に
、
金
聖
歎
に
よ
る
宋
江
批
判
の
根
拠
が
あ
る
と
指
摘
す
る
点
で
一
致
し
て
い
抗
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
6
後
ほ
ど
詳
し
く
検
討
す
る
。
6
B
宋
江
の
個
人
的
資
質
に
対
す
る
批
判
「
盗
魁
と
し
て
の
宋
江
へ
の
批
判
」
が
、
言
わ
ば
梁
山
泊
全
体
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
以
下
の
論
考
で
は
宋
江
の
個
人
的
な
資
質
に
着
目
し
、
批
判
の
根
拠
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
資
質
と
し
て
「
宋
江
の
武
芸
の
能
力
」
と
「
欺
繭
的
な
性
格
」
の
二
種
が
論
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
B
l
a
武
芸
の
能
力
の
低
さ
例
え
ば
前
掲
中
鉢
論
文
で
は
「
宋
江
の
武
芸
が
低
微
で
あ
る
の
は
周
知
の
事
柄
だ
が
、
金
聖
歎
は
先
ず
そ
の
こ
と
を
あ
げ
つ
ら
う
(
二
三
二
頁
こ
と
指
摘
す
る
。
こ
こ
に
見
え
る
指
摘
は
確
か
に
首
肯
に
足
る
要
素
の
一
つ
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
、
武
芸
を
得
手
と
し
な
い
者
は
梁
山
泊
に
も
多
く
存
在
す
る
中
で
、
宋
江
に
の
み
こ
の
尺
度
を
用
い
た
と
す
れ
ば
、
宋
江
を
批
判
す
る
材
料
を
求
め
て
故
意
に
指
摘
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
他
に
よ
り
重
要
な
批
判
理
由
が
存
在
す
る
と
論
者
は
考
え
て
い
る
。
Bー
b
欺
蹴
的
性
格
以
下
の
三
者
は
、
金
聖
歎
が
宋
江
の
言
動
に
欺
鵬
性
を
見
出
し
、
批
判
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
掲
中
鉢
論
文
(
前
掲
書
二
三
三
頁
参
照
)
馬
成
生
「
略
論
。
自
誠
明
、
謂
之
性
。
読
金
評
本
『
水
滞
伝
』
第
四
十
二
図
的
評
語
」
(
『
水
論
争
鳴
』
四
輯
、
一
九
八
五
)
(
以
下
馬
論
文
)
1 2 
青
木
隆
「
金
聖
歎
に
お
け
る
批
評
の
意
義
」
(
『
東
方
学
」
九
三
輯
、
一
九
九
七
)
(
以
下
青
木
論
文
)
こ
の
う
ち
中
鉢
論
文
は
、
こ
の
論
点
に
よ
る
金
聖
歎
の
宋
江
批
判
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
金
聖
歎
の
強
弁
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
他
方
馬
論
文
・
青
木
論
文
は
、
中
鉢
論
文
と
同
様
、
宋
江
の
欺
繍
性
を
批
判
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
る
が
、
強
弁
と
は
考
え
ず
、
金
聖
歎
が
自
己
の
思
想
的
立
場
か
ら
批
判
を
加
え
た
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
三
者
の
聞
で
や
や
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
と
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
論
点
に
つ
い
て
も
、
後
ほ
ど
詳
細
に
検
討
を
加
え
る
。
C
そ
の
他
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
以
外
に
も
、
左
記
の
如
き
幾
つ
か
の
観
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
c
a
一
貫
し
た
性
格
設
定
の
要
求
こ
の
論
点
は
、
登
場
人
物
は
一
貫
し
た
性
格
を
有
す
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
金
聖
歎
の
主
張
を
踏
ま
え
、
金
聖
歎
が
宋
江
の
分
裂
し
た
性
格
を
、
一
貫
し
て
「
権
詐
」
な
性
格
に
な
る
よ
う
本
文
を
修
正
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
陳
洪
『
金
聖
嘆
伝
論
』
(
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
)
(
以
下
陳
論
文
)
に
採
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
明
も
決
し
て
誤
り
で
は
な
い
も
の
の
、
金
聖
歎
が
宋
江
の
性
格
を
「
忠
義
」
に
統
一
す
る
の
で
は
な
く
、
「
権
詐
」
と
い
う
人
格
に
仕
上
げ
た
理
由
の
指
摘
が
必
要
と
な
ろ
う
。
c
l
b
金
聖
歎
の
心
理
的
原
因
以
下
の
両
者
は
、
金
聖
歎
が
そ
の
自
負
心
か
ら
故
意
に
李
賢
ら
と
対
立
す
る
観
点
を
提
出
し
た
の
3 
で
は
な
い
か
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
1
幸
田
露
伴
「
水
器
伝
の
批
評
家
」
『
帝
国
文
学
』
二
四
巻
月
号
、
一
九
一
八
)
(
以
下
幸
田
論
文
)
2
前
掲
陳
論
文
(
前
掲
書
七
四
頁
参
照
)
し
か
し
幸
田
論
文
で
は
明
確
な
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
と
は
言
一
え
ず
、
一
方
陳
論
文
で
も
金
聖
歎
の
自
己
顕
示
欲
の
強
さ
や
、
李
賢
へ
の
対
抗
意
識
を
示
す
資
料
は
提
出
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
宋
江
批
判
に
結
び
つ
く
必
然
性
を
示
す
の
か
若
干
の
疑
問
が
残
る
。
C
I
c
-
-塁
間
統
制
か
ら
の
回
避
こ
の
論
点
は
、
前
掲
陳
論
文
却
の
「
他
要
通
過
対
宋
江
的
斥
罵
来
消
解
。
誇
盗
。
的
罪
名
(
七
四
頁
)
」
併
に
由
来
す
る
。
同
様
の
論
法
は
金
聖
歎
の
宋
班
批
判
が
彼
の
本
心
で
徴
は
な
い
と
す
る
主
張
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
宋
江
を
批
判
す
る
噌
こ
と
に
よ
っ
て
「
誇
盗
」
の
そ
し
り
を
解
消
で
き
る
と
す
る
根
拠
が
蜘
や
や
不
明
瞭
で
あ
る
感
を
否
め
な
叫
。
激
以
上
の
論
点
を
集
約
す
る
と
、
金
聖
歎
が
宋
江
批
判
を
行
っ
た
根
釘
拠
と
し
て
、
(A)
盗
魁
で
あ
っ
た
こ
と
に
根
拠
を
求
め
る
も
の
(
中
尉
鉢
論
文
・
林
論
文
・
侍
論
文
・
劉
論
文
)
と
、
(
B
)
宋
江
の
個
人
的
肱
資
質
に
根
拠
を
求
め
る
も
の
(
馬
論
文
・
青
木
論
文
)
と
に
、
大
き
評
く
二
分
さ
れ
る
こ
と
が
窺
え
、
そ
れ
を
内
容
的
に
敷
街
す
る
と
(A)
痢
は
梁
山
泊
全
体
に
関
わ
る
事
柄
で
あ
る
の
に
対
し
、
(
B
)
は
宋
江
一
個
人
の
評
価
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
次
節
で
更
に
検
討
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
67 
七
宋
江
批
判
理
由
の
検
討
1 
盗
魁
(
賊
の
首
領
)
と
し
て
の
宋
江
へ
の
批
判
上
述
の
と
お
り
、
先
行
研
究
で
は
、
金
聖
歎
が
そ
れ
ま
で
の
版
本
に
お
い
て
賞
賛
の
対
象
で
あ
っ
た
宋
江
を
一
転
し
て
辛
媒
な
批
判
に
さ
ら
し
た
理
由
の
一
っ
と
し
て
、
「
盗
魁
と
し
て
の
宋
江
へ
の
批
判
」
と
い
う
観
点
が
提
示
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
少
し
く
四
氏
の
観
点
に
基
づ
い
て
、
そ
の
論
説
を
検
証
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
中
鉢
氏
は
「
親
体
制
派
、
秩
序
維
持
主
義
者
(
二
三
七
頁
)
」
で
あ
る
金
聖
歎
が
「
水
瀞
起
義
そ
の
も
の
を
悪
と
見
な
す
見
解
(
向
上
)
」
を
持
っ
た
こ
と
が
宋
江
批
判
の
根
底
で
あ
る
と
考
え
、
宋
江
以
外
の
「
賊
」
に
つ
い
て
も
「
梁
山
泊
に
拠
つ
て
の
反
逆
行
為
は
容
認
し
て
い
な
い
(
二
四
O
頁
)
」
こ
と
を
そ
の
証
左
と
し
て
い
る
。
加
え
て
停
論
文
・
林
論
文
で
は
「
水
論
起
義
」
に
関
す
る
見
解
に
や
や
食
い
違
い
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
「
賊
」
で
あ
る
こ
と
が
金
聖
歎
の
宋
江
に
対
す
る
批
判
理
由
で
あ
る
と
述
べ
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
四
氏
は
宋
江
H
賊
H
批
判
す
べ
き
存
在
と
い
う
認
識
で
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
四
氏
が
指
摘
し
た
資
料
以
外
に
も
、
宋
江
へ
の
批
判
が
そ
の
「
賊
」
に
向
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
金
聖
歎
の
評
語
は
多
い
。
例
え
ば
第
五
七
回
の
回
初
総
評
で
は
、
68 
夫
宋
江
、
准
南
之
強
盗
也
、
人
欲
図
報
朝
廷
、
市
無
進
身
之
策
、
至
不
得
己
市
姑
出
於
強
盗
、
此
一
大
不
可
也
。
と
、
「
強
盗
に
な
っ
た
(
出
於
強
盗
)
」
こ
と
が
宋
江
に
対
す
る
批
判
理
由
の
一
つ
で
あ
る
乙
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
O
八
人
が
強
盗
と
な
り
梁
山
泊
に
集
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
金
聖
歎
本
巻
一
「
序
二
」
で
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
若
夫
耐
奄
所
云
水
論
也
者
、
王
土
之
浜
則
有
水
、
又
在
水
外
則
日
瀞
、
遠
之
也
。
遠
之
也
者
、
天
下
之
凶
物
、
天
下
之
所
共
撃
也
。
天
下
之
悪
物
、
天
下
之
所
共
棄
也
。
と
れ
は
『
水
器
』
と
い
う
書
名
の
由
来
に
つ
い
て
言
及
し
た
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
金
聖
歎
は
『
水
瀞
』
と
は
辺
境
の
地
を
示
す
も
の
で
、
こ
の
書
名
が
強
盗
に
な
っ
た
者
を
辺
境
に
遠
ざ
け
ん
と
す
る
作
者
の
意
志
を
表
す
と
述
べ
、
一
O
八
人
を
「
凶
物
」
「
悪
物
」
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
O
八
人
や
宋
江
が
「
賊
」
の
行
為
に
至
っ
た
こ
と
に
対
し
て
金
聖
歎
が
非
難
す
る
筒
所
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
た
め
、
紙
幅
の
関
係
で
こ
れ
以
上
の
資
料
提
示
は
割
愛
す
る
が
、
梁
山
泊
に
集
結
し
た
一
O
八
人
を
「
賊
」
と
見
な
し
、
こ
の
「
賊
」
と
い
う
「
凶
物
」
「
悪
物
」
は
「
天
下
が
共
に
攻
撃
す
る
も
の
」
「
天
下
が
共
に
棄
て
る
も
の
」
だ
と
考
え
た
ζ
と
が
そ
の
「
賊
」
の
首
領
で
あ
る
宋
江
を
金
聖
歎
が
批
判
し
た
理
由
(
の
少
な
く
と
も
一
つ
)
で
あ
っ
た
と
と
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
2 
宋
江
個
人
に
対
す
る
批
判
中
鉢
・
林
・
侍
・
劉
論
文
に
よ
る
前
項
の
如
き
指
摘
に
つ
い
て
、
異
な
る
根
拠
を
提
示
す
る
馬
・
青
木
両
氏
の
論
考
は
、
四
氏
に
対
す
る
意
見
の
異
な
り
に
つ
い
て
言
及
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
双
方
の
見
解
の
相
違
を
ど
の
よ
う
に
突
き
合
わ
せ
る
べ
き
な
の
か
的
確
な
指
摘
が
今
一
つ
見
え
な
い
。
そ
の
た
め
乙
こ
で
少
し
く
卑
見
を
提
示
し
て
両
見
解
の
相
関
を
検
証
し
た
い
。
四
氏
の
通
り
、
金
聖
歎
は
、
梁
山
泊
の
一
O
八
人
を
許
す
べ
か
ら
ざ
る
「
賊
」
で
あ
る
と
し
、
宋
江
に
対
し
て
も
「
賊
」
の
首
領
で
あ
る
こ
と
か
ら
批
判
を
加
え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
所
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
例
え
ば
金
聖
歎
本
巻
三
「
読
第
五
才
子
書
法
」
(
以
下
「
読
法
」
)
に
見
え
る
人
物
評
定
で
、
「
一
百
八
人
中
、
定
考
武
松
上
上
。
時
遷
、
宋
江
是
一
流
入
、
定
考
下
下
。
」
と
、
武
松
を
「
上
上
」
、
宋
江
を
「
下
下
」
と
宋
江
を
極
端
に
低
く
評
定
す
る
点
、
ま
た
梁
山
泊
の
個
々
の
「
賊
」
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
資
質
(
能
力
や
資
性
)
を
称
賛
し
、
強
盗
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
境
遇
に
同
情
を
見
せ
る
箇
所
が
確
認
さ
れ
誌
と
い
う
ニ
点
か
ら
、
単
に
賊
と
い
う
立
場
に
対
し
て
金
聖
歎
が
宋
江
に
批
判
を
行
っ
た
と
判
断
す
る
に
は
疑
念
を
差
し
挟
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
「
首
領
で
あ
る
こ
と
か
ら
集
中
的
に
批
判
の
的
と
な
っ
た
」
と
い
う
説
も
あ
り
得
る
が
、
金
聖
歎
の
コ
メ
ン
ト
を
精
査
す
る
に
、
そ
の
説
が
成
り
立
つ
余
地
も
殆
ど
無
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
賊
と
首
領
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
金
聖
歎
自
身
、
第
一
七
回
回
初
総
評
で
「
宋
江
、
盗
魁
也
、
盗
魁
則
其
罪
浮
於
群
盗
一
等
」
と
、
「
一
等
」
の
差
が
存
在
す
る
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
差
を
ど
う
判
断
す
べ
き
か
決
め
か
ね
る
も
の
の
、
宋
江
以
前
に
「
盗
魁
」
を
務
め
て
い
た
晃
蓋
に
対
し
て
は
、
宋
江
と
同
程
度
に
敵
視
を
示
し
て
い
た
と
は
思
え
な
い
節
が
明
白
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
金
聖
歎
は
第
一
五
回
の
回
初
総
評
で
晃
蓋
ら
が
犯
し
た
「
賊
」
の
行
為
で
あ
る
「
智
奪
生
辰
綱
」
に
つ
い
て
、
M
U
故
我
謂
生
辰
綱
之
失
、
非
晃
蓋
八
人
之
罪
、
亦
非
十
一
禁
軍
之
併
罪
、
亦
並
非
一
都
管
両
虞
候
之
罪
、
而
実
皆
梁
中
書
之
罪
也
。
徴
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
金
聖
歎
は
「
智
奪
生
辰
綱
」
と
い
う
事
件
唱
の
罪
は
梁
中
書
に
あ
る
と
し
て
お
り
、
晃
蓋
は
「
盗
魁
」
で
あ
り
な
献
が
ら
罪
に
関
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
行
為
が
批
判
の
対
象
に
は
な
っ
激
て
い
な
い
。
「
賊
」
で
あ
り
盗
魁
で
あ
る
こ
と
が
、
宋
江
に
対
す
る
批
判
正
判
の
理
由
の
全
て
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
晃
蓋
と
宋
江
の
閣
の
評
価
の
臥
差
は
不
当
に
大
き
す
ぎ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
は
論
者
は
「
盗
魁
た
る
宋
江
」
へ
の
批
判
を
完
全
に
否
定
す
る
も
の
評
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
仮
に
宋
江
を
批
判
し
た
理
由
の
一
つ
剰
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
以
外
に
宋
江
個
人
に
対
す
る
何
ら
か
の
9
批
判
的
な
見
解
も
併
存
し
、
し
か
も
盗
魁
で
あ
る
こ
と
か
ら
の
批
判
6
よ
り
も
重
要
な
位
置
付
け
を
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。例
え
ば
、
金
聖
歎
本
巻
三
「
読
法
」
に
見
え
る
「
賊
」
の
一
人
一
人
に
対
す
る
人
物
評
定
の
中
に
、
宋
江
を
李
謹
と
比
較
す
る
箇
所
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
蓋
作
者
只
是
痛
恨
宋
江
好
詐
、
故
処
処
緊
接
出
一
段
李
謹
朴
誠
来
、
倣
筒
形
撃
。
其
意
思
自
在
穎
宋
江
之
悪
、
却
不
料
反
成
李
達
之
妙
也
。
と
あ
る
。
つ
ま
り
金
聖
歎
に
よ
る
と
、
作
者
は
宋
江
の
「
好
詐
」
な
性
格
を
描
い
た
直
後
に
は
李
遣
の
「
朴
誠
」
な
性
格
を
描
き
、
宋
江
の
悪
(
「
好
詐
」
)
を
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
主
張
し
て
お
り
、
こ
こ
で
彼
は
宋
江
個
人
に
対
す
る
批
判
の
狼
拠
と
し
て
、
宋
江
が
「
好
詐
」
つ
ま
り
「
朴
誠
」
で
は
な
い
点
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
上
に
金
聖
歎
が
批
判
の
対
象
と
し
た
の
が
、
宋
江
が
白
か
ら
「
朴
誠
」
を
装
う
点
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
「
読
法
」
に
お
け
る
宋
江
と
呉
用
と
の
比
較
で
は
、
呉
用
定
然
是
上
上
人
物
。
他
好
滑
便
与
宋
江
一
般
、
只
是
比
宋
江
、
却
心
地
端
正
。
(
中
略
)
呉
用
与
宋
江
差
処
、
只
是
呉
用
却
肯
明
白
説
自
家
是
智
多
星
、
宋
江
定
要
説
自
家
志
誠
質
朴
。
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
乙
で
金
聖
歎
は
呉
用
も
宋
江
と
同
様
、
狭
滑
な
人
物
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
呉
用
が
「
上
上
」
と
評
価
さ
れ
る
の
は
、
彼
が
「
智
多
星
」
と
自
称
し
、
計
略
を
用
い
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
自
ら
認
め
る
為
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
宋
江
。
は
「
志
誠
質
朴
」
を
装
お
う
と
す
る
。
金
聖
歎
は
宋
江
の
こ
の
様
な
7
欺
附
性
を
不
誠
実
と
し
て
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
馬
・
青
木
論
文
に
関
連
す
る
指
摘
が
あ
り
、
例
え
ば
青
木
論
文
で
は
、
宋
江
が
金
で
友
情
を
買
い
な
が
ら
自
ら
を
「
孝
義
黒
三
」
と
称
す
る
こ
と
を
批
判
し
た
第
三
六
回
の
回
初
総
評
を
資
料
と
し
て
、
「
既
成
の
道
徳
観
念
か
ら
自
己
の
行
動
や
心
情
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
利
害
を
隠
蔽
す
る
欺
備
に
金
聖
歎
は
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
(
五
頁
)
と
述
べ
て
お
り
、
卑
見
に
も
有
益
な
見
解
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
金
聖
歎
の
宋
江
批
判
の
中
心
は
、
ま
ず
宋
江
が
「
朴
誠
」
で
は
な
い
点
、
そ
し
て
故
意
に
「
朴
誠
」
を
装
う
点
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
従
っ
て
そ
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
「
好
詐
」
「
権
詐
」
と
い
う
批
判
は
、
宋
江
が
自
ら
「
忠
」
を
言
い
、
「
孝
」
を
言
い
、
「
志
誠
質
朴
」
を
一
一
酉
う
欺
賦
性
に
対
す
る
金
聖
歎
の
否
定
的
な
姿
勢
に
由
来
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
が
金
聖
歎
に
よ
る
宋
江
批
判
に
関
す
る
先
学
の
研
究
と
、
そ
れ
に
対
す
る
卑
見
で
あ
る
が
、
何
故
金
聖
歎
は
こ
の
よ
う
な
視
点
に
重
き
を
置
い
た
の
で
あ
る
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
金
聖
歎
本
以
前
の
版
本
に
お
い
て
同
じ
く
宋
江
に
対
し
て
批
評
を
試
み
た
人
物
ー
1
李
賢
や
『
忠
義
水
器
全
伝
』
の
評
者
1
1
の
観
点
と
の
比
較
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
過
程
で
洗
い
出
さ
れ
て
き
た
金
聖
歎
評
の
位
置
づ
け
を
再
確
認
し
、
卑
見
を
よ
り
明
確
な
も
の
に
し
た
い
。
金
聖
歎
以
前
の
宋
江
評
価
と
の
比
較
こ
れ
ま
で
専
ら
金
聖
歎
が
批
判
を
行
う
根
拠
に
つ
い
て
言
わ
ば
内
容
の
面
か
ら
論
じ
て
き
た
が
、
残
さ
れ
た
紙
面
を
用
い
て
、
そ
の
批
判
の
視
点
が
い
か
な
る
立
脚
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
を
、
『
忠
義
水
同
町
全
伝
』
に
お
い
て
金
聖
歎
と
同
じ
く
宋
江
に
批
評
を
加
え
た
「
李
卓
吾
先
生
評
」
の
評
者
(
以
下
「
全
伝
』
評
範
)
と
の
比
較
を
通
し
て
確
認
し
た
い
。
金
聖
歎
が
宋
江
に
対
し
て
痛
烈
な
批
判
を
加
え
た
の
に
対
し
、
一
方
の
『
全
伝
』
評
者
は
寧
ろ
宋
江
に
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
評
価
の
相
違
を
生
み
出
し
た
要
因
と
し
て
、
両
者
の
思
想
背
景
や
各
自
の
結
論
に
至
る
ま
で
の
根
拠
の
相
違
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
思
想
背
景
に
つ
い
て
は
、
金
聖
歎
は
と
も
か
く
も
、
評
語
以
外
の
資
料
を
持
た
な
い
「
全
伝
』
評
者
の
思
想
背
景
を
導
き
出
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
が
、
『
全
伝
」
評
者
の
見
解
に
は
少
な
く
と
も
幾
つ
か
の
点
で
李
賛
と
の
共
通
性
が
あ
り
、
そ
の
李
賢
も
金
聖
歎
と
思
想
背
景
が
近
似
す
る
こ
と
は
既
に
前
掲
青
木
論
文
・
馬
論
文
等
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
に
評
価
の
相
違
を
生
み
出
し
た
要
因
を
見
出
す
こ
と
は
、
俄
に
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
は
、
特
に
客
観
的
に
見
て
大
き
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
着
眼
点
に
注
目
し
て
検
討
を
試
み
た
い
。
「
李
卓
吾
先
生
評
」
の
実
際
に
つ
い
て
は
、
別
途
拙
稿
「
『
忠
義
水
瀞
全
伝
』
に
お
け
る
『
李
卓
吾
先
生
評
』
の
人
物
評
価
に
つ
い
て
」
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
も
指
摘
し
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
例
え
ば
最
終
回
の
総
評
で
「
公
明
一
腔
忠
義
、
宋
家
以
鴻
飲
極
之
。
昔
人
一
玄
、
高
鳥
童
、
良
弓
滅
。
校
兎
死
、
走
狗
烹
。
千
古
名
一
吉
」
と
宋
江
ら
を
「
良
弓
」
「
走
狗
」
の
語
に
よ
っ
て
表
現
す
る
如
く
、
『
全
伝
』
に
は
評
者
が
批
評
の
尺
度
と
し
て
能
力
の
有
無
に
着
目
し
て
述
べ
る
【叩】
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
有
能
・
無
能
と
い
う
評
価
が
如
何
な
る
視
点
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
を
見
る
に
、
こ
の
箇
所
の
比
』
喰
は
宋
江
ら
が
宋
朝
の
為
に
遼
や
方
臓
(
彼
ら
が
「
高
鳥
」
「
佼
兎
」
併
に
該
当
す
る
)
を
討
っ
た
と
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宋
徴
江
ら
の
「
有
能
」
と
は
国
家
(
宋
朝
)
に
と
っ
て
の
有
用
性
を
示
し
噌
て
い
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
同
ま
た
例
え
ば
『
全
伝
』
第
七
八
回
に
あ
る
童
貫
の
軍
が
二
度
に
わ
一段激
た
っ
て
梁
山
泊
に
敗
れ
高
僚
が
挙
兵
す
る
場
面
で
は
、
そ
の
回
末
評
釘
で
「
禁
京
己
喪
師
失
律
、
高
依
起
而
継
之
、
宋
朝
可
謂
無
人
。
所
謂
町
一
十
節
度
亦
是
有
用
人
材
、
而
統
率
者
非
人
、
債
霊
視
轍
、
甚
矯
可
狩
」
航
と
あ
る
よ
う
に
、
察
京
が
討
伐
に
失
敗
す
れ
ば
次
は
高
保
と
い
う
無
評
能
な
人
材
し
か
い
な
い
状
態
を
嘆
き
、
一
O
人
の
節
度
使
と
い
う
有
病
用
な
人
材
が
、
総
帥
が
無
能
な
せ
い
で
活
か
さ
れ
な
い
こ
と
を
憐
れ
l
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
も
「
宋
朝
可
謂
無
人
(
宋
朝
に
は
(
有
能
な
)
人
7
材
が
い
な
い
」
と
評
者
の
視
点
が
「
宋
朝
」
か
ら
始
ま
る
よ
う
に
、
『
全
伝
』
評
者
の
着
眼
点
は
概
ね
国
家
等
の
広
い
視
野
か
ら
勘
案
し
、
そ
の
上
で
価
値
判
断
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
嫌
い
が
あ
る
。
ま
た
金
聖
歎
以
前
に
『
水
瀞
伝
』
に
評
語
を
施
し
た
と
さ
れ
る
李
賢
も
、
彼
の
著
作
で
あ
る
「
蔵
書
』
に
お
い
て
、
人
物
評
価
に
際
し
て
『
全
伝
』
評
者
と
同
様
に
能
力
の
多
少
を
論
じ
た
こ
と
は
、
山
下
龍
二
氏
に
よ
っ
て
既
に
論
斑
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
焚
書
』
巻
三
「
忠
義
水
器
伝
序
」
で
も
、
施
・
羅
二
公
身
在
元
、
心
在
宋
。
難
生
元
日
、
実
憤
宋
事
。
是
故
憤
二
帝
之
北
狩
、
則
称
大
破
遼
以
洩
其
憤
。
憤
南
渡
之
官
旬
安
、
則
称
滅
方
服
以
洩
其
憤
。
敢
問
洩
憤
者
誰
乎
。
則
前
日
噺
衆
水
滞
之
強
人
也
。
欲
不
調
之
忠
義
不
可
也
。
と
あ
る
よ
う
に
、
梁
山
泊
の
一
O
八
人
を
忠
義
と
評
す
る
視
点
と
し
て
も
、
「
発
憤
之
所
作
」
の
立
脚
点
と
し
て
も
、
何
れ
も
「
心
在
宋
」
「
憤
宋
事
」
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
何
れ
も
根
本
に
国
家
、
或
い
は
そ
れ
に
相
応
す
る
大
局
的
な
視
点
か
ら
考
慮
が
行
わ
れ
て
い
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
少
な
く
と
も
「
忠
義
水
潜
伝
序
」
に
お
け
る
人
物
評
価
は
こ
の
傾
向
に
沿
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。一
方
、
金
型
歎
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
彼
の
視
線
は
登
場
人
物
の
些
細
な
言
動
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
第一
O
回
、
林
沖
が
梁
山
泊
の
仲
間
に
入
る
条
件
と
し
て
、
通
行
人
の
首
を
取
っ
て
く
る
よ
う
首
領
王
倫
に
要
求
さ
れ
る
場
面
が
あ
る
。
2
そ
の
第
一
日
目
、
通
行
人
が
通
ら
な
か
っ
た
為
、
林
沖
は
首
を
手
に
7
入
れ
ら
れ
ず
、
梁
山
泊
に
帰
り
「
到
一
一
房
中
討
些
飯
喫
了
(
部
屋
に
帰
つ
て
い
く
ら
か
の
食
事
を
め
ぐ
ん
で
も
ら
っ
て
食
べ
た
こ
と
い
う
箇
所
が
あ
り
、
こ
こ
に
金
聖
歎
は
「
一
『
討
』
字
突
殺
英
雄
(
『
討
」
の
一
字
が
英
雄
を
死
ぬ
ほ
ど
泣
か
せ
る
こ
と
評
を
つ
け
て
い
る
。
つ
ま
り
林
沖
ほ
ど
の
英
雄
が
相
応
の
も
て
な
し
を
受
げ
な
い
ば
か
り
か
、
食
事
を
め
ぐ
ん
で
も
ら
っ
て
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
金
聖
歎
は
同
情
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
彼
が
「
討
」
と
い
う
、
た
っ
た
一
文
字
で
記
さ
れ
る
言
動
に
ま
で
着
目
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
よ
。
う
ま
た
金
塑
歎
は
、
そ
の
よ
う
な
登
場
人
物
の
言
動
を
仔
細
に
見
つ
め
る
視
点
か
ら
、
更
に
彼
ら
に
対
す
る
評
価
も
下
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
例
え
ば
前
述
の
通
り
彼
は
宋
江
を
「
好
詐
」
「
栴
詐
」
と
評
価
す
る
が
、
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
箇
所
か
ら
読
み
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
第
三
五
回
、
護
送
さ
れ
る
宋
江
を
梁
山
泊
の
者
た
ち
が
救
い
に
来
る
が
、
宋
江
は
梁
山
泊
に
逃
れ
る
事
を
拒
み
、
首
伽
さ
え
「
国
家
法
度
」
と
し
て
外
さ
せ
な
か
っ
た
が
、
続
く
三
六
回
で
、
あ
る
屋
敷
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
時
に
は
、
護
送
役
人
の
勧
め
に
従
っ
て
そ
の
首
伽
を
外
し
て
い
る
。
金
聖
歎
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
梁
山
泊
で
首
伽
を
外
す
こ
と
を
拒
否
す
る
場
面
で
は
「
宋
江
俵
」
と
い
う
評
と
共
に
、
於
知
己
兄
弟
面
前
偏
説
此
話
、
於
李
家
底
、
穆
家
荘
偏
又
不
然
。
写
宋
江
醜
態
(
知
己
・
兄
弟
の
面
前
で
は
あ
く
ま
で
こ
の
よ
う
に
言
う
が
、
李
家
の
庖
や
穆
家
荘
で
は
全
く
そ
う
で
は
な
い
。
(
こ
れ
は
)
宋
江
の
醜
態
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
)
。
と
述
べ
、
首
棚
を
外
し
た
箇
所
で
は
「
与
前
山
泊
対
看
、
所
以
深
明
宋
江
之
権
詐
也
(
前
の
梁
山
泊
(
の
場
面
)
と
対
に
し
て
看
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宋
江
の
権
詐
が
深
く
ま
で
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
)
」
「
此
書
写
宋
江
権
詐
、
倶
於
前
後
対
熔
処
露
出
(
こ
の
書
に
描
か
れ
た
宋
江
の
権
詐
は
、
皆
前
後
を
対
照
す
る
こ
と
で
露
わ
に
な
る
こ
と
、
裏
表
の
あ
る
行
動
か
ら
宋
江
の
「
権
詐
」
が
読
み
と
れ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
首
伽
を
外
す
」
と
い
う
些
細
な
言
動
に
向
け
ら
れ
た
視
点
の
中
か
ら
、
金
聖
歎
は
宋
江
に
欺
繭
性
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
五
九
回
、
曽
頭
市
と
の
戦
で
晃
蓋
が
死
に
、
宋
江
が
首
領
の
位
を
臨
時
に
引
き
受
け
る
場
面
が
あ
る
。
こ
の
時
宋
江
は
し
き
り
に
辞
退
し
て
首
領
の
座
に
就
こ
う
と
せ
ず
、
周
囲
に
勧
め
ら
れ
て
よ
う
や
く
首
領
を
引
き
受
け
る
際
に
も
「
今
日
小
可
権
当
此
位
、
待
日
後
報
酬
首
雪
恨
己
了
、
牟
住
史
文
恭
的
、
不
拘
何
人
、
須
当
此
位
(
今
は
私
が
仮
に
こ
の
位
に
就
き
ま
す
が
、
後
日
仇
を
討
っ
て
恨
み
を
晴
ら
し
た
ら
、
史
文
恭
を
捕
ら
え
た
者
が
、
誰
で
あ
ろ
う
と
こ
の
位
に
就
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ご
と
、
自
分
の
首
領
と
し
て
の
地
位
が
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
が
、
「
仮
の
世
自
領
」
に
な
る
と
す
ぐ
に
「
衆
義
庁
」
を
「
中
山
義
堂
」
と
改
め
、
梁
山
泊
主
ハ
つ
の
築
と
三
つ
の
関
門
、
四
つ
の
小
案
な
ど
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
と
各
部
署
内
で
の
順
位
を
明
確
か
つ
詳
細
に
決
定
す
る
。
乙
れ
に
対
し
て
金
聖
歎
は
、
宣
是
臨
時
枠
制
問
之
言
。
前
書
謙
譲
、
後
書
分
援
、
以
深
表
宋
江
之
権
詐
。
(
ど
う
し
て
(
こ
れ
が
)
そ
の
時
に
わ
か
に
取
り
裁
い
た
言
葉
で
あ
ろ
う
か
。
前
に
謙
譲
を
書
き
、
後
ろ
に
役
割
分
担
(
す
る
場
面
)
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
宋
江
の
権
詐
を
深
く
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
)
と
述
べ
て
お
り
、
「
仮
」
を
強
調
し
て
お
き
な
が
ら
、
着
任
と
同
時
に
』
仮
の
首
領
と
は
思
え
な
い
大
規
模
な
梁
山
泊
内
の
整
理
を
進
め
る
宋
併
江
の
吉
一
口
動
に
欺
備
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
徴
な
着
眼
と
評
価
の
手
法
は
、
宋
江
の
み
な
ら
ず
魯
智
深
・
李
遼
等
の
哨
他
の
登
場
人
怖
に
も
並
べ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
駒
で
あ
る
。
激
こ
の
よ
う
に
金
聖
歎
評
に
は
、
個
々
人
の
言
動
を
注
意
深
く
観
察
記
し
)
あ
く
ま
で
個
々
人
の
言
動
に
視
点
を
据
え
て
各
人
の
資
質
を
見
町
抜
京
、
評
価
を
加
え
る
事
に
力
点
を
置
く
傾
向
が
有
る
の
で
あ
る
。
そ
航
し
て
宋
江
に
対
し
て
も
か
か
る
手
法
を
用
い
て
彼
の
中
の
欺
蹴
性
を
評
見
出
し
、
「
権
詐
」
と
い
う
評
価
を
与
え
る
に
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
汁
1
4
(
初
)
剰
の
で
あ
る
。
3
紙
数
の
関
係
か
ら
節
略
に
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
が
、
李
費
や
『
全
7
伝
』
評
者
は
、
国
家
等
の
広
い
(
或
い
は
大
局
的
な
)
視
点
か
ら
考
慮
を
は
じ
め
、
そ
れ
を
集
約
す
る
形
で
人
物
の
評
価
を
導
き
出
す
手
法
を
取
る
の
に
対
し
、
金
聖
歎
は
個
々
の
人
物
の
言
動
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
、
そ
の
過
程
か
ら
一
人
間
と
し
て
の
資
質
を
読
み
取
り
、
そ
れ
を
拠
り
所
と
し
て
人
物
の
評
価
を
導
き
出
す
と
い
う
手
法
を
取
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
前
節
で
は
金
聖
歎
評
の
特
徴
を
把
握
す
べ
く
、
先
学
の
研
究
か
ら
金
聖
歎
の
宋
江
批
判
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
そ
の
試
み
の
中
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
|
|
つ
ま
り
宋
江
批
判
は
、
宋
江
が
盗
魁
で
あ
る
こ
と
に
準
拠
す
る
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
寧
ろ
宋
江
の
個
人
的
な
資
質
に
よ
り
重
点
を
置
か
れ
た
こ
と
ー
ー
は
、
や
は
り
こ
の
よ
う
な
金
聖
歎
の
姿
勢
に
由
来
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
結
び
に
か
え
て
以
上
、
本
稿
の
内
容
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
通
り
と
な
ろ
う
。
金
聖
歎
の
宋
江
批
判
の
根
拠
に
つ
い
て
述
べ
た
先
行
研
究
を
整
理
・
検
討
す
る
と
、
(A)
盗
魁
で
あ
っ
た
こ
と
に
根
拠
を
求
め
る
も
の、
(B)
宋
江
の
個
人
的
資
質
に
根
拠
を
求
め
る
も
の
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
①
宋
江
以
前
に
「
盗
魁
」
を
務
め
て
い
た
晃
蓋
に
対
し
て
は
、
宋
江
と
同
程
度
の
批
判
を
示
し
て
い
た
と
は
思
え
な
い
こ
と
。
②
宋
江
以
外
の
「
賊
」
に
対
し
て
は
、
落
草
し
た
こ
と
に
対
す
る
同
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情
や
、
食
官
へ
の
反
抗
に
対
す
る
賞
賛
な
ど
を
す
る
箇
所
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
(B)
は
(A)
か
ら
の
批
判
よ
り
も
重
要
な
位
置
付
け
を
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
(
B
)
を
手
掛
か
り
に
、
宋
江
個
人
に
対
す
る
批
判
を
検
討
し
た
結
果
、
宋
江
が
「
朴
誠
」
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
故
意
に
「
朴
誠
」
を
装
う
点
に
金
聖
歎
が
批
判
の
根
拠
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
解
り
、
そ
の
「
好
詐
」
「
権
詐
」
と
い
う
批
判
は
、
宋
江
が
自
ら
「
忠
」
を
言
い
、
「
孝
」
を
言
い
、
「
志
誠
質
朴
」
を
言
う
欺
附
性
に
対
し
て
金
型
歎
が
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
解
っ
た
。
ま
た
、
金
聖
歎
に
よ
る
宋
江
批
判
の
視
点
に
つ
い
て
は
、
「
全
伝
』
評
者
及
び
李
賢
が
国
家
な
ど
の
大
局
的
な
視
点
か
ら
考
慮
を
行
い
、
個
人
の
評
価
へ
と
集
約
さ
せ
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
金
翌
歎
の
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
個
人
の
言
動
に
着
目
し
、
「
好
詐
」
「
権
詐
」
の
如
き
「
個
人
の
資
質
」
を
視
点
の
基
盤
に
据
え
た
所
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
金
聖
歎
評
の
特
徴
の
一
端
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
金
聖
歎
評
自
体
に
も
、
あ
る
い
は
李
賢
・
『
全
伝
」
評
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
多
い
。
殊
に
所
謂
「
腰
斬
」
の
問
題
な
ど
は
避
げ
で
は
通
れ
ぬ
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
稿
で
述
べ
た
着
限
点
の
相
違
に
は
、
両
者
の
『
水
滞
伝
』
観
の
異
な
り
が
背
景
に
あ
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
‘迂(1
)
金
聖
歎
本
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
『
第
五
才
子
書
施
耐
庵
水
滞
伝
』
(
中
華
書
局
、
一
九
七
五
)
を
使
用
し
た
。
(2)
評
語
は
正
文
の
眉
欄
に
記
さ
れ
た
眉
批
、
正
文
の
行
聞
に
記
さ
れ
た
爽
批
、
各
回
の
冒
頭
や
最
後
に
付
凶
り
ら
れ
る
総
評
、
そ
れ
に
割
注
な
ど
、
正
文
の
周
囲
に
施
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
の
総
称
で
あ
る
。
金
聖
歎
は
こ
の
評
語
の
ほ
か
、
正
文
の
前
に
「
序
一
」
「
序
二
」
「
序
=
ご
「
宋
史
目
」
「
宋
史
綱
」
「
読
第
五
才
子
書
法
」
「
施
耐
庵
自
序
」
な
ど
の
文
章
も
置
い
た
。
そ
こ
で
一
般
に
は
、
こ
れ
ら
の
文
章
も
金
聖
歎
評
の
純
情
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
(3)
例
え
ば
高
島
俊
男
「
金
聖
嘆
批
判
の
論
理
(
上
)
水
論
批
判
を
め
ぐ
っ
て
」
(
「
中
国
研
究
」
七
三
号
、
一
九
七
六
)
で
は
、
李
賢
に
よ
っ
て
『
水
器
伝
』
は
「
忠
義
の
物
語
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
」
が
、
「
金
聖
嘆
は
こ
れ
が
気
に
喰
わ
」
ず
に
改
作
し
、
「
『
強
盗
』
に
筆
誌
を
加
え
、
強
盗
を
し
て
中
国
に
居
さ
し
め
ぬ
」
と
い
う
意
図
の
元
に
書
か
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
(4)
金
聖
歎
以
前
に
「
水
瀞
伝
』
の
価
値
を
見
出
し
た
と
言
わ
れ
る
李
賢
や
、
金
聖
歎
本
の
底
本
と
さ
れ
る
一
二
O
回
本
『
忠
義
水
滞
全
伝
』
に
附
さ
れ
た
所
謂
「
李
卓
吾
先
生
評
」
等
が
あ
る
。
(5)
何
心
「
水
需
研
究
』
(
上
海
文
芸
聯
合
出
版
社
、
一
九
五
四
)
で
は
金
聖
歎
の
本
文
改
変
理
由
の
一
つ
に
「
宋
江
へ
の
敵
視
」
(
一
O
八
頁
)
が
あ
る
と
さ
れ
、
四
一
回
、
四
三
回
、
五
七
回
、
五
八
回
、
六
七
回
(
回
数
は
金
聖
歎
本
)
の
改
変
が
そ
の
例
と
し
て
列
記
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
自
己
の
主
張
に
沿
っ
て
『
水
滞
伝
』
正
文
の
改
変
を
試
み
る
行
為
は
金
聖
歎
本
に
始
ま
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
か
く
も
大
幅
な
改
変
宋江評価に見る金聖歎評のー特徴(井上)
を
行
っ
た
の
は
金
聖
歎
本
の
他
に
な
い
。
他
の
版
本
に
お
け
る
主
張
に
沿
っ
た
改
変
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
笠
井
直
美
「
「
水
潜
」
に
お
け
る
対
立
の
構
図
」
(
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
二
二
冊
、
一
九
九
三
)
参
照
。
(6)
中
国
に
お
け
る
『
水
滞
伝
』
批
判
に
つ
い
て
は
高
島
俊
男
「
金
聖
嘆
批
判
の
論
理
(
下
)
水
帯
批
判
を
め
ぐ
っ
て
」
(
「
中
国
研
究
』
七
四
号
、
一
九
七
六
)
参
照
。
(7)
ま
た
、
論
文
で
は
な
い
が
『
水
潜
』
(
作
家
出
版
社
、
一
九
五
三
)
の
「
出
版
説
明
」
に
も
同
様
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。
(8)
頁
数
は
『
中
国
小
説
史
研
究
』
の
そ
れ
を
指
す
。
(9)
中
鉢
氏
の
こ
の
指
摘
は
金
聖
歎
が
宋
江
の
行
動
に
関
す
る
様
々
な
箇
所
を
書
き
換
え
た
上
で
宋
江
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
な
ぜ
金
翌
歎
が
そ
の
よ
う
な
強
弁
(
あ
る
い
は
書
き
換
え
)
に
至
っ
た
の
か
と
い
う
必
然
性
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
論
文
中
に
説
明
が
無
い
が
、
中
鉢
氏
は
「
金
聖
歎
が
宋
江
を
嫌
う
の
は
、
以
上
の
よ
う
に
宋
江
が
『
盗
魁
』
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
る
所
が
大
き
い
。
宋
江
の
武
芸
低
微
や
権
詐
を
と
り
た
て
て
あ
げ
つ
ら
う
の
も
、
盗
魁
で
あ
る
宋
江
が
憎
凶
り
れ
ば
そ
の
全
て
の
面
が
疎
ま
し
く
思
わ
れ
る
結
果
で
あ
ろ
う
(
二
三
九
頁
こ
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
盗
魁
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
り
根
本
的
な
原
因
で
あ
る
と
考
え
た
と
思
わ
れ
る
ロ
(
叩
)
早
く
は
燕
南
尚
生
『
新
評
水
瀞
伝
』
(
直
隷
官
寄
局
、
一
九
O
八
)
の
「
新
或
問
」
で
も
同
様
の
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
(
日
)
辛
島
駿
「
金
聖
歎
」
(
東
京
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
編
『
中
国
の
思
想
家
』
勤
草
書
房
、
一
九
八
七
)
で
は
、
『
元
恭
文
集
』
や
『
池
上
草
75 
堂
筆
記
』
な
ど
を
資
料
に
、
『
水
誹
伝
』
に
評
語
を
施
し
た
行
為
に
よ
っ
て
「
金
聖
歎
が
特
に
槍
玉
に
あ
げ
ら
れ
(
六
五
O
頁
こ
た
と
述
べ
る
。
こ
の
説
は
「
賊
」
を
非
難
し
た
と
す
る
論
点
(
A
)
の
対
案
に
は
為
り
得
る
が
、
「
賊
」
の
中
で
宋
江
を
特
に
強
く
批
判
し
た
理
由
は
説
明
で
き
ず
、
こ
の
点
で
論
点
(B)
の
対
案
に
は
為
り
難
い
点
に
も
疑
問
が
残
る
。
(
m
M
)
ま
た
、
劉
論
文
で
も
同
様
に
「
可
以
看
出
金
聖
嘆
対
宋
江
的
基
本
態
度
、
其
拝
撃
的
主
要
内
容
也
是
従
農
民
起
義
遣
事
件
着
眼
的
(
三
三
七
頁
)
」
と
述
べ
る
。
(
日
)
体
論
文
で
は
、
「
他
対
遁
入
水
泊
的
英
雄
寄
予
了
間
情
、
井
賛
賞
他
例
懲
処
食
官
汚
吏
的
反
抗
闘
争
行
動
(
三
三
八
頁
こ
と
し
な
が
ら
も
、
「
一
個
方
面
的
原
因
是
出
自
他
対
農
民
起
義
領
袖
的
偏
見
和
曲
解
、
他
認
為
凡
是
領
頭
作
乱
的
人
都
是
『
好
詐
』
之
人
(
三
四
O
頁
こ
こ
と
が
宋
江
に
対
す
る
攻
撃
の
理
由
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
論
拠
と
な
る
資
料
は
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
(
M
)
林
論
文
で
は
、
「
宋
史
綱
」
を
資
料
に
、
「
一
個
封
建
階
級
的
道
徳
倫
理
観
念
頗
為
濃
厚
的
知
識
分
子
(
二
九
O
頁
)
」
で
あ
る
金
翌
歎
か
ら
見
れ
ば
「
只
要
当
過
強
盗
、
造
過
反
、
即
使
投
降
了
、
那
個
『
盗
』
的
名
目
也
不
能
改
(
二
九
一
頁
ご
と
述
べ
る
。
こ
の
指
摘
は
「
水
滞
起
義
」
に
関
す
る
食
い
違
い
を
避
け
、
か
っ
、
中
鉢
論
文
で
は
明
白
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
、
金
型
歎
が
「
水
滞
起
義
」
を
「
悪
と
見
な
」
し
た
理
由
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
一
O
八
人
の
反
抗
に
同
情
の
余
地
や
賞
賛
の
価
値
が
存
在
す
る
か
杏
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
金
聖
歎
は
そ
の
倫
理
観
か
ら
、
盗
賊
は
盗
賊
と
見
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
76 
(
日
)
な
お
、
こ
れ
を
「
矛
盾
」
と
と
ら
え
「
賊
」
へ
の
批
判
を
本
心
で
は
な
い
と
す
る
論
文
も
あ
る
(
張
国
光
『
『
水
詩
』
与
金
聖
嘆
研
究
』
(
中
州
書
画
社
、
一
九
八
て
葉
朗
『
中
国
小
説
美
学
』
(
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
八
二
)
等
)
が
、
「
賊
」
に
成
ら
ざ
る
を
得
な
い
境
遇
に
同
情
を
寄
せ
る
こ
と
と
、
「
賊
」
の
行
為
を
罰
す
べ
き
と
考
え
る
こ
と
は
同
次
元
の
問
題
で
は
な
く
、
必
ず
し
も
矛
盾
で
は
な
い
と
恩
わ
れ
る
為
、
本
稿
で
は
こ
の
説
を
採
ら
な
い
。
(
日
)
馬
論
文
で
は
、
『
大
学
」
や
『
中
庸
』
を
参
照
し
つ
つ
「
忠
恕
」
に
つ
い
て
述
べ
た
第
四
二
回
の
回
初
総
評
を
根
拠
に
、
金
聖
歎
は
本
性
に
基
づ
く
思
想
感
情
の
表
現
を
要
求
し
、
こ
れ
に
合
致
し
な
い
宋
江
の
行
動
を
「
権
詐
」
な
ど
と
批
判
し
た
と
す
る
。
(
口
)
本
稿
で
は
、
二
一
O
回
本
『
忠
義
水
器
全
伝
」
に
附
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
李
卓
吾
先
生
評
」
を
金
聖
歎
と
の
比
較
対
象
と
し
て
用
い
る
。
テ
キ
ス
ト
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
を
使
用
し
た
。
ご
一
O
岡
本
が
金
聖
歎
本
の
底
本
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
大
内
田
三
郎
「
水
滞
伝
繁
本
考
|
繁
本
各
回
本
の
関
係
に
つ
い
て
」
(
天
理
大
学
図
書
館
報
『
ピ
プ
リ
ア
』
四
O
号
、
一
九
六
八
)
参
照
。
な
お
、
「
李
卓
吾
先
生
評
」
の
評
者
が
誰
か
に
つ
い
て
は
定
論
が
無
い
。
本
稿
で
は
便
宜
上
『
全
伝
」
評
者
と
し
た
。
評
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
白
木
直
也
『
一
百
二
十
回
水
器
全
停
の
研
究
其
の
「
李
卓
吾
評
」
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
日
本
中
国
学
会
報
」
二
十
六
集
、
一
九
七
三
)
、
佐
藤
錬
太
郎
「
李
卓
吾
評
『
忠
義
水
潜
停
』
に
つ
い
て
」
(
『
東
方
学
』
七
一
輯
、
一
九
八
五
)
な
ど
を
参
照
。
(
沼
)
前
出
佐
藤
錬
太
郎
「
李
卓
吾
評
『
忠
義
水
滞
停
』
に
つ
い
て
」
、
及
ぴ
拙
稿
「
『
忠
義
水
滞
全
伝
』
に
お
け
る
『
李
卓
吾
先
生
評
』
の
人
物
評
価
に
つ
い
て
」
(
『
中
国
古
典
小
説
研
究
』
四
号
、
(
印
)
前
掲
拙
稿
一
九
1
ニ
九
頁
参
照
。
〔
初
)
前
掲
拙
稿
二
四
頁
参
照
。
(
幻
)
『
蔵
書
」
「
世
紀
列
伝
総
日
後
論
」
に
見
え
る
「
儒
臣
雄
名
為
学
而
実
不
知
学
(
中
略
)
卒
為
名
臣
所
噛
笑
。
然
其
実
不
可
以
治
天
下
国
家
、
亦
無
怪
其
噛
笑
也
。
」
(
テ
キ
ス
ト
は
「
蔵
書
』
中
華
書
局
、
一
九
五
九
を
使
用
)
に
つ
い
て
、
山
下
氏
は
「
李
氏
蔵
書
に
つ
い
て
こ
)
」
(
『
森
三
樹
三
郎
博
士
頒
蕎
記
念
東
洋
学
論
集
』
、
朋
友
書
脂
、
一
九
七
九
)
で
「
儒
臣
が
名
臣
に
劣
る
の
は
天
下
国
家
を
治
め
る
学
を
学
ぷ
と
称
し
な
が
ら
天
下
国
家
を
治
め
る
だ
げ
の
能
力
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
経
世
の
実
学
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
名
医
伝
」
の
は
じ
め
に
「
経
世
名
臣
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
(
九
O
O頁
)
」
と
解
説
す
る
。
己
の
よ
う
に
『
蔵
書
』
の
中
に
は
人
格
よ
り
も
そ
の
能
力
、
と
り
わ
け
国
家
を
治
め
る
能
力
を
規
準
に
人
物
を
評
価
す
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
(n)
テ
キ
ス
ト
は
『
焚
書
・
続
焚
書
」
(
中
華
書
局
、
一
九
七
五
)
を
使
用
す
る
。
(
幻
)
こ
こ
ま
で
述
べ
た
両
者
の
う
ち
、
『
全
伝
』
の
評
語
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
金
聖
歎
評
と
同
様
、
本
文
中
に
掛
か
れ
た
登
場
人
物
の
言
動
に
密
着
し
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
「
忠
義
水
滞
伝
序
」
に
見
ら
れ
た
李
賛
の
評
価
と
共
通
す
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
能
力
を
基
準
と
し
た
評
価
の
中
に
は
と
れ
に
該
当
し
な
い
も
の
も
見
ら
れ
る
が
、
評
者
が
能
力
を
評
価
基
準
と
し
た
意
図
の
中
に
「
無
能
な
官
吏
に
対
す
る
批
判
」
や
「
有
能
な
人
物
登
用
の
主
張
」
等
、
国
家
に
関
わ
る
視
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
一
九
九
八
)
参
照
。
宋江評価に見る金聖歎評のー特徴(井上)
も
前
掲
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(M)
魯
智
深
を
評
価
す
る
に
際
し
て
、
第
二
回
の
、
金
親
娘
が
鄭
屠
に
虐
げ
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
た
魯
智
深
が
「
回
到
経
略
府
前
下
処
、
到
房
裏
、
晩
飯
也
不
喫
、
気
憤
償
地
陸
了
」
と
い
う
正
文
に
着
目
し
、
「
写
魯
達
写
出
性
情
来
。
妙
筆
」
と
、
魯
智
深
の
性
情
を
「
晩
飯
也
不
喫
」
「
気
憤
憤
地
睡
了
」
と
い
う
憤
り
の
表
現
か
ら
読
み
と
り
、
同
じ
く
二
回
の
「
魯
達
大
怒
、
撞
開
五
指
、
去
那
小
ニ
験
上
只
一
掌
、
打
得
那
居
小
二
口
中
吐
血
、
再
復
一
拳
、
打
落
両
箇
当
門
牙
歯
」
と
い
う
正
文
に
つ
い
て
、
「
一
路
魯
達
文
中
、
皆
「
只
一
掌
」
「
只
一
拳
」
「
只
一
脚
」
、
写
魯
達
澗
縛
打
人
、
亦
打
得
潤
縛
」
と
、
魯
智
深
の
強
さ
を
「
只
一
掌
」
「
只
一
拳
」
と
い
う
表
現
か
ら
読
み
と
っ
て
い
る
。
ま
た
「
読
法
」
で
は
こ
れ
ら
の
箇
所
か
ら
帰
納
し
、
「
魯
達
自
然
是
上
上
人
物
、
写
得
心
地
厚
実
、
体
格
潤
大
」
と
魯
智
深
を
評
価
す
る
。
ま
た
李
濯
に
つ
い
て
は
、
第
三
七
回
、
初
め
て
李
濯
を
見
た
宋
江
が
「
喫
了
一
驚
」
し
た
、
と
い
う
些
細
な
表
現
か
ら
「
宋
江
喫
驚
句
、
葦
深
表
李
謹
穿
若
無
人
、
不
暁
阿
訣
、
不
可
以
威
劫
、
不
可
以
名
服
、
不
可
以
利
動
、
不
可
以
智
取
。
宋
江
喫
一
驚
、
真
喫
一
驚
也
」
と
彼
の
性
格
を
読
み
取
る
。
(
お
)
前
掲
葉
朗
『
中
国
小
説
美
学
」
、
郭
瑞
『
金
聖
嘆
小
説
理
論
与
戯
劇
理
論
』
(
中
国
文
聯
出
版
、
一
九
九
三
)
参
照
。
(
お
)
前
述
の
と
お
り
金
聖
歎
は
、
宋
江
を
「
権
詐
」
、
李
迭
を
「
朴
誠
」
と
す
る
よ
う
に
、
登
場
人
物
の
資
質
の
中
で
も
特
に
性
質
・
性
格
面
か
ら
の
評
価
を
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
様
な
評
価
自
体
、
李
賢
や
『
全
伝
」
評
者
の
知
き
大
局
的
な
視
点
か
ら
は
見
出
し
に
く
く
、
評
価
対
象
の
言
動
を
仔
細
に
見
つ
め
る
必
要
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
う
。
こ
の
事
も
金
聖
歎
が
個
々
人
の
言
動
に
視
点
を
据
え
た
こ
と
の
傍
証
77 
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
